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［1］ 本論文は、Wong Heung-wah and Yau Hoi-yan, A Japanized, Or Sinicized Taiwan, 
Or Both?: The Dialectic Relationship between Cultural Mapping and Cultural Policies, 
2009. の後半部分の全訳である。
 前半部分は、『異文化としての日本』（国際日本学研究叢書 11、2010）に収載され
ている。
［2］ 翻訳に際しては、原文のイタリック体で表記された個所に傍点を付した。
［3］ 本文における［　］は原著者による補足を示す。
［4］ 本文の最後に掲載された文献表の翻訳について、陳毅立氏（法政大学）の協力を得た。
「日本化された台湾？ 中国化された台湾？
あるいは日本化され中国化された台湾？
―文化マッピングと文化政策の弁証法的関係（上）」
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5　国民党政権（1945 ～ 1980 年代後半）
　1949 年の内戦に敗れた結果、蒋介石は台湾に逃れ、中華民国という一党独
裁国家を建設した。現地の人々の生活の在り方にとって不可欠であった日本
的な要素は、日本の植民地支配を悩ませなかったのだから、当然ながら国民
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あるいは日本化され中国化された台湾？
―文化マッピングと文化政策の弁証法的関係（下）
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党政権を混乱させた。現地の文化の一部としてのこうした日本の痕跡を理解
するどころか、国民党政権は現地民を、日本帝国主義の「奴隷」、日本の文化
によって「汚された」と考えた［55］。さらに、共産党に本土を奪われたことで、
国民党政権は中国全土の唯一の政権としての正当性を確立することを強く希
望した。上に述べたように、いわゆる「正当性」は古代中国の国家以来の歴史的、
文化的、言語的、種族的拡張に属する。国民党の支配がそのような古代中国
の国家からの広がりによって当然生ずるものであることを証明し、それによっ
て中国全土を支配することを正当化するために、国民党は台湾（中華民国）が
より「中国」らしく見えるように、あるいは、より正確には全中国の「代表」
に見えるようにする努力を行った［56］。
　まさにこのような背景によって、1950 年代初期の台湾における蒋介石の国
造りでは、一連の脱日本化政策が強調されたのである。1949 年、国民党はす
ぐに台湾の日本風の行政部門を廃止した［57］。日本の雰囲気が浸み込んだ道や
建築物、施設は、中国の土地の名前や漢族や大中国の概念に基づいて改名され
た［58］。日本語と 南語は群衆が通りで会話するときに使用することが禁止さ
れ、標準中国語が社会的な価値を普及させるための唯一の媒介としての「国語」
とされた［59］。日本名を与えられた皇民（帝国化された臣民）は、中国名に復
することが義務付けられた［60］。日本からのマスメディアの輸入や日本の出版
物も禁止された［61］。しかし、蒋介石による中国本土奪還の可能性が低下し［62］、
1960 年代後半から米国の支援が徐々に細ったことが、国民党政権の正当性の
危機を引き起こした。台湾を含む全中国の単独の政府であるという政治的な正
当性を再確立するために、国民党政権は、古代中国の国家以来の多様な広がり
と遺産を証明するために全力を挙げるしかなく、そのため、脱日本化から中
国化へと、すなわち中華文化復興運動へと移行せざるを得なかったのである。
6　中華文化復興運動（1966 ～ 1990 年代前半）
　中国本土の文化大革命は、中華文化復興運動、すなわち、台湾に伝統的な
中国の価値を保ち、それによって台湾が中国全体の「唯一の」正当な支配者
を演ずることを約束する運動の口火を切るに最良の機会を、蒋介石にもたら
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した［63］。孫逸仙と孔子を通して自らを周公、文王、湯、舜、禹、堯という中
国の伝統的な賢人たちに結び付けることで、蒋介石は「道統」を発明するこ
とさえ行った［64］。これらは全て、彼が中国全体の「唯一の」正当な後継者で
あることを証明し、それによって、台湾を含む中国全土の唯一の政府として
の中華民国の政治的正当性を告げるためのことであった。アレン・クーンが
適切に観察したとおり、台湾の愛国主義者における「中国らしさ」の考えは「高
度な文化と神話の共有」という人工的な意味に言及した［65］。それは、「第一に
人間と神々を結び付け、社会と神話の中の起源を結び付けた、より広範な宇
宙論的な考え方による序列化」［66］を前提とする、一種の選りすぐられた中華
思想である。国民党は公式には入植者ではなかったが、実際には、中華文化復
興運動は、伝統的な洗練された道徳倫理、家族イデオロギー、対人関係を強調
することで、中国の倫理によって現地の人々の（再）植民化を試みたのである。
ここで留意すべきは、中華文化復興運動が「（再）植民地化」であるというこ
とである。何故なら、すでに言及したとおり、こうした中国の家族イデオロギー
や倫理のほとんどは、衰退の途上にあったとはいえ、以前から台湾に存在し
ていたからである。つまり、中国文化の精髄を抽出することを通して、国民
党政権は自らの正当性を補強しようと試みたのである。
　中華文化復興運動は、「道徳教育」、「中国の伝統的な古典の復興」、「実際の
演技」、「市民の徳化」、「女性の統制」を含む五つの段階であった。学校では、
1970 年代初頭から「生命と倫理」や「公民権と道徳性」といった授業が初等、
中等教育で教えられるようになった［67］。つまり、これらの授業の内容は、「四
維八徳」、すなわち、礼、義、廉、恥、忠孝、仁愛、信義、和平を中心に展開
されたのである。四つの太い綱と八つの徳は、自己陶冶を通して得られる社
会の調和と、息子は家長に孝行し、市民は国家に愛国心を抱くという父権的
な価値を強調する、一連の道徳的な規準であることが分かる。
　教室の外では、文学の発展と中国の古典の再版に力が入れられた。二、三
の例を挙げるなら、『論語』、『孟子』、『詩経』が、注を付されて再版された［68］。
国民の自覚を促すために、愛国歌の歌唱大会が地方自治体で開催された［69］。
さらに、中国文化に関する話題を扱った随筆大会や弁論大会が定期的に開か
れた。同様に、演説や作文を議論するための公開討論会や同輩が集まっての
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研究集会も開かれた［70］。地方自治体と社会組織は「模範青年」、「模範母親」、
「模範教師」などを定期的に表彰した［71］。中国画、京劇、篆刻、民族音楽、民
族衣装を中心とする全国規模の展示会や実演会が台湾の数多くの都市で開催
された［72］。1967 年の大晦日には、1965 年に建設された故宮博物院で、「倫理」、
「民主主義」、「科学」の意味を市民に伝えることを目的として、数多くの伝統
音楽の楽器とともに、古代の聖人の肖像画、二十四孝子を展示した「中華道
統文物特別展」さえ開催された［73］。しかし、中華文化復興運動の最重要計画は、
市民全体の徳化であった。
7　台湾の市民の徳化
　1968 年、国民党は、市民に道徳的な規準を強制し、それによって人々の生
活を統制しようとした「全国市民生活指針」を公示した［74］。四維八徳に再び
焦点を絞ったこの指針は、国の機関や社会組織、学校、近隣住民、家庭に配
布された［75］。
　「全国市民生活指針」の最高の主題のひとつが、「愛国心」と「親孝行」であっ
た。「全国市民生活指針」の通則の中で、最初の四つの規則が国家に対する忠
誠と関係している。第 1 条では、国旗が掲揚されているときは敬礼しなけれ
ばならないとされている。同様に、国家斉唱ないし吹奏の場合は、起立する
必要がある（第 2 条）。第 3 条では、国旗、国父ないし総統の肖像画を大切に
扱うことが求められている。第 4 条は、総統への敬意を表明するために起立し、
歓迎するとしている。
　親孝行については、第 6 条で、朝晩、両親、年長者、教師に挨拶すべしとされる。
子は、外出と帰宅の際に、両親に挨拶せねばならない。両親が呼ぶときは、子は、
要望に応じるために遅滞なく反応し、親のもとに行かねばならない［76］。第 66
条は、外出する必要があるときには、子は親に詳細を報告することさえ要求
し、予定よりも遅れて帰宅する場合にも、同じく報告することを求めている。
第 32 条は、子と年少者に対して、両親と年長者が食べ始めるまで食事を開始
してはならないと命じている［77］。同様に、第 74 条は、子ないし弟妹は、両親
と兄姉に従うよう指示し、もし両親や兄姉と意見が違うときは、間接的に示
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さなければならないとする。
　親孝行と密接に結びついているのは、年長者に対する「礼儀」である。第
77 条は、両親や年長者と一緒に歩くときは、一歩下がることを要求する［78］。
第 5 条では、年少者は年長者に黙礼するように定め、年長者の目の前で足を
組んではならないとする。第 8 条は歩行、着席、待機の場合の順番を指定する。
すなわち、年少者は、前の位置に対して後、左に対して右に立たねばならな
いのである。第 9 条は、直接的な眼差しによって年長者に対して尊敬の念を
示すことを要求する［79］。第 73 条は、年少者が年長者に対立したり、あまつさ
え異なる意見をもつことがないように説示する［80］。
　礼儀が、他人や友人に対する「愛情」や「親切」でもあることは明らかである。
第 7 条は義理に優先する。何かを頼むときには「お願いします」と言うよう
に求め、協力や世話を受けるときには「ありがとうございます」と言うよう
に求められた［81］。第 18 条は、公共の場では法律に従うこと、随意に喫煙して
はならないこと、ごみを投棄してはならないこと、芝生を踏みつけてはなら
ないこと、花を折ってはならないことを定めている［82］。第 68、69 条は、他人
と生活する間は自制するように命じている。すなわち、もし必要なら協力を
申し出、そして室内での動きに警戒しなければならないのである［83］。さらに、
第 13 条では、友人を利用することよりも友人に利用されることがよりよいと
勧めている。第 94 条は、友人や他人への思いやりの感情を育むことを求める。
これらの規則の下で、人は自由な個人ではなく、公共の秩序を維持し、他者を
助けるために自己を犠牲にするための驚くべき水準の自制を常に指導される、
大集団の一員なのである。
　「全国市民生活指針」の主たる目的は、家族イデオロギー、道徳倫理、対人
関係、とりわけ年長者と年少者、台湾の人々の友人同士の関係を補強するとい
うことであったといえる。これらの方法は、誰もが両親に従い、年長者を敬い、
規則に従い、互いに思いやり、道徳的で慎ましく生き、それによって中国本
土との戦争に備えるような、高度に統制された国家を作ることであるという
林の指摘は適切と思われる［84］。台湾の支配をより強めようとする試みの中で、
蒋介石は、性差による階層化を達成するために、女性にやや重要な役目を割
り当てた。
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8　女性への問い
　1966 年、地方女性協会は、女性にも「四維八徳」を実施することを強く要
望した［85］。同様に、中華家族協会は、台湾の女性に次のようなことをうなが
す覚書を公表した。すなわち、（1）「固有道徳」に従うこと、（2）子どもに愛
国心を教え、舅と姑、年長者への親孝行を見せるために家にいること、（3）猥
褻な文書や暴力的な素材がない、良好な環境を子どもに与えること、が公表
されたのである［86］。
　この覚書から、結婚は夫婦の愛情ではなく、子どもを徳化し、一族の他の
年長者と舅と姑に仕えるために家にいることであると分かる。確かにこれは、
仕事に集中するために、家庭での問題から男性を解放することを意味する。し
かし、より重要なのは、結婚は運命なのだから、子どもを置き去りにし、義
理の両親に付き添わずに外で働くことは、女性の「真の」務めを放棄するの
に等しい、ということである。これこそが、謝艾倫が、戦後の国家の説明は
結婚を神聖化し、「賢妻良母」を台湾の女性の「唯一の」役割として同定した、
と主張する理由である。すなわち、女性の価値は父系家族に対して辛抱強く
あり、自己犠牲的であるということにのみ存在したのである。より重要なのは、
「母」が家族に対して行うように、女性が国家に対して自らを犠牲にすること
が期待された、ということである［87］。それは、蒋介石が「［女］性は労働に励み、
倹約し、「四維八徳」を理解し、国の「よき母」となり、子どもや夫の徳化によっ
て偉大な人々を終わることなく指導することで国を助ける必要がある」と述
べた通りなのである［88］。言い換えるなら、台湾の母親は、家族ではなく国家
を自分自身の延長と理解する必要があるのだ。
　ここではこれ以上は中華文化復興運動の内容に触れることはない。しかし、
あるいは、蒋介石が中華民国という自分の国家を作り、儒教イデオロギー、人
倫、性差による階層化によって現地民の意識を（再）植民地化することで中華
民国を厳しく統制しようとした理由の説明としては十分といえよう。第一に、
古代の「大」中国との結びつきを発見すること
0 0 0 0 0 0
で、蒋介石は自分が全中国の唯
一正当な相続人であることを示した。家族イデオロギーと人倫を繰り返し述べ
ることによって、蒋介石は、家長の下に組み込み、互いに協力的であることを
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要求することによって台湾に秩序をもたらしただけでなく、国の父として人々
の忠誠をも要求したのである。最後に、女性を家庭生活に閉じ込めることで、
蒋介石は父系家族と家父長的な組織を通して女性を管理したのである。これら
の特殊な「中国的」なものの見方やあり方は、国民の統合のために台湾の現
地民に課せられたのだということが分かる。国造りの過程で国民党政権によっ
てもたらされた「中国らしさ」についての説明は、結局、「文化的な覇権」の
過程となるのである［89］。
　国民党政権は現地の日本の影響や痕跡を根絶しようと努めたが、その主要
な焦点は、家族倫理、道徳的な行動、性差間の関係、対人関係という、日本
の植民地当局がほとんど手つかずにしたままの分野に当てられ、皮肉にも、日
本の植民地時代に行われた文化マッピングを補強するのに役立ったのは、重大
なことである。その一方で、台湾の人々は日常生活の行動の中では、非常に「日
本的」なままであった。何故なら、本論の冒頭で紹介した豊富な民族誌的逸
話でも明らかなように、日本的な要素は日常生活の様々な部分
0 0 0 0 0
として組み込ま
れ、そのため、脱日本化政策と中国化政策によって容易に侵食されることは
ないからである。これに対して、中華文化復興運動は、家族イデオロギー、倫理、
性差による関係と対人関係において、現地の人々を、一層「中国的」にした。
より重要なのは、日本の入植者による日本化政策と国民党政権による中国化
政策の結果としてそのように「定着された」文化マッピングが、李登輝が打
ち出した「新しい」国家像のあり方を制約し、それによって 1980 年代後半以
降の台湾の文化政策に対して強い影響力をもったということなのである。
9　文化マッピングから李登輝の文化政策へ
　李登輝は 1923 年に台湾に生まれ、（一度は皇民となって）日本と米国に留学
した。李登輝は、1984 年に蒋経国から副総統に任命されたことで、政治の表
舞台に登場した［90］。李登輝の任用は、1970 年代以降の台湾を取り巻く固有な
政治上の文脈によって実現した。
　対外的には、台湾は 1971 年に国連加盟国の座を中華人民共和国に明け渡し
た。1972 年には米国が一つの中国政策を宣言し、台湾の軍備の削減に合意し
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た［91］。こうした事態は、国民党政府の政治的な正当性に大きな打撃を加えた。
何故なら、国民党政府は、もはや中国全土の唯一の「正当な」政府を自称す
ることができなくなったからである。対内的には、多数の暴動と 1979 年の高
雄事件で証明されたように、中華思想的な説明では現地の反政府運動をもは
や阻止できなかった［92］。
　この内外二重の窮地によって、蒋経国は「台湾化」と変わらない政策に乗
り出した［93］。1979 年、蒋経国は台湾の政治の歴史の構造的な変化を象徴する
新内閣の発足を発表した。すなわち、新内閣には、それまでに入閣したことの
ある人は誰もいなかった［94］。1986 年には、戒厳令を解除し、国民党以外の政
党の結成を禁止した状況を緩和するという決意を貫徹することに成功した［95］。
民主進歩党は台湾史上初の野党として、1986 年に活動を開始した。1987 年、
戒厳令が解除された［96］。まさに、こうした状況を背景として、蒋経国は、本
省人である李登輝を副総統に任命したのである。
10　現地化
　1988 年、蒋経国の突然の死によって、李登輝が総統の地位を継承した。李
登輝は中国本土の出身者から本省人への権力の移行を支援したが、彼はこれ
を「現地化」と名付け、政権を担当した間を通して、自らの国造りの鍵とな
る政治的な説明として用いた［97］。つまり、現地化とは本来、「台湾の人たちの
固有な独自性、台湾の人々によって決められるべき特徴と中身を擁護する」［98］
ことである。しかし、台湾の現地民の多くは、李登輝の現地化を「再日本化」
とみなす傾向がある［99］。だが、何故であろうか。
　1989 年、李登輝は台湾省政府の解体による内閣改造を公表し、報道機関が
台湾の「李登輝時代」と分類した時代が始まった［100］。1991 年、中国本土の選
挙区を代表して 1947 年に選ばれた、立法院と国民大会の発足時からの議員は、
強制的に辞職させられた。報道と学校における 南語の使用制限が解除され
た［101］。その他の改革には、中央銀行による手形の発行、1994 年の日本のテレ
ビ番組などの輸入解禁、地上波放送の支配の緩和が含まれていた［102］。最初の
非政府系地上波放送である民間全民電視公司が放送を開始したのは、1997 年
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のことであった。
　台湾に民主化をもたらしたと認められていることから、李登輝は「ミスター
民主化」あるいは「台湾民主化の父」と呼ばれているが［103］、その一方で、わ
れわれは、国民党支配の基盤を弱める民主化運動の背後にある、李登輝の動
機に注意する必要がある。李登輝は、民主化が、独裁権力に基礎をおく国民
党支配に致命的な結果をもたらすことを理解していたに違いない。民主主義
の名を借りて現地化の要求を構想することで、李登輝は一般大衆と海外から
の支援を得ることに成功したのである。
　次なる問題は、李登輝の現地化の意味を明らかにする必要があるというこ
とである。明らかに、現地化の意味は、かつての国民党政権の中国化によっ
て強く制約されている。現地化によって李登輝が意味するのは、中華思想的
な歴史の見方は、台湾中心の歴史の見方に道を譲るべきだ、ということであ
る［104］。李登輝は、台湾を中国の添え物としてではなく、むしろ中心に推し進
めようという、台湾で広く支持されている変化の実現に努めた。しかしなが
ら、李登輝は、自らの現地化の活動が、次のような前提に基づいていることを、
ぬかりなく付け加えたのである。すなわち、その前提とは、文化的な相違のた
めに、中国の独自性と台湾の独自性とは究極的には両立しえないという、台
湾で普遍的な支持を必然的には得ることができない考えである。例えば、李登
輝は 2000 年に、「台湾［の］文化は中国の文化の一部門ではなく」、「台湾の南
部福建訛は福建の南部福建訛の一部ではなく、むしろ「台湾［の］訛」である」、
と公式に声明した［105］。明らかに、現地化についての李登輝の考えは中華思想
的な観点の否定が特徴で、彼は、台湾中心であるだけでなく中国排除でもある
「新しい」台湾の文化を築こうとしたのである。このように考えると、現地化
についての李登輝の説明は、実は文化的分離主義、すなわち台湾を中国の文化
から切り離そうという動きなのである［106］。しかし、現地化は単なる文化的分
離主義者の計画ではない。すでに指摘したように、中国的な国民国家の考えは、
人工的に作られた中国の文化的な起源との、歴史的、文化的、言語的、民族的
な結びつきを前提としている。すなわち、文化と政治形態としての国民国家は、
政治体制は独自の文化資源と文化遺産とによって支持されねばならないとい
う意味での「文化的中国」の構想と不可分なのである［107］。逆もまた真である。
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もし二つの異なる文化があれば、二つの異なる政府、ないしは二つの国民国
家が存在しうるのである。従って、李登輝の文化的分離主義は、結局は政治
的分離主義となる。まさに二つの場所の文化的な相違を強調することで、李
登輝は中華人民共和国からの台湾の政治的独立性を正当化し、妥当化しうる
のである。李登輝は、台湾に自らの国を築く際に、ある意味でかつての国民
党政権の意図とは異なるものの、彼らと同じ論理を用いたのである。
　しかし、このとき、台湾文化とは何であり、それが、中国文化という、過
去数十年間にわたって国民党政権が主張した最上の物語とどのように違うの
だろうか。1923 年に生まれた李登輝にとって、「台湾の」文化は、1949 年の国
民党政権の登場に先立つ現地の文化であるようだ。しかし、すでにみたように、
1949 年以前の台湾では、日本の植民地として、日本の習慣、慣行、要素が強
く強調されたのである。これこそ、まさに中国文化から台湾文化を文化する
際に、李登輝が常に日本に向かった理由なのである。李登輝が現地の分化を
中国の文化から識別するときに暗黙のうちに指し示すのは「日本の文化」と
いうことになる。現代の台湾に残る日本の遺産は、現地の文化にとって「日本」
をより一層好適な文化資源にした。従って、現地の文化に埋め込まれた日本
的な要素は、李登輝が現地化についての見解を形成した際の、文化的な基盤
となったのである。李登輝の現地化の行動は、国民党の中華思想によって制
約されているだけではなく、日本の植民地支配の際の日本化政策によっても
強く方向付けられている。すなわち、李登輝の現地化の活動は、まさに 20 世
紀において台湾が味わった特異な経験によって生み出された、文化マッピン
グの結果なのである。結果として、李登輝の具体的な文化政策は、国民党政
権の場合とは正反対に、脱中国化と再日本化へと向かったのである。
11　再日本化による脱中国化
　現地化を確立するための日本の痕跡に対する李登輝の依存は、長年にわた
る問題発言の中で明瞭に見出される。1994 年に日本の新聞社による招待を受
けたとき、李登輝は、日本語を流暢に話すだけでなく、親日的な指導者でも
ある総統と自称した［108］。同年、李登輝は「結局、国民党は外来の政権である」
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と述べ、報道機関に衝撃を与えた［109］。さらに事実を述べると、李登輝は、22
歳まで自分が日本人であったことを公式に発言している［110］。同様に、小林よ
しのりから公式取材を受けたとき、李登輝は「例を見ない決断によって、私
は台湾の民主化を推し進めた。この目的を達成するためなら、私はすでにもっ
ている権力を犠牲にしてもよい（中略）これら全ては、日本が残した遺産なの
だ」と自らの心中を打ち明けた［111］。このようにみると、李登輝が試みたことは、
かつての「日本の」入植者の美的感性と公理とともに現地民の心の中に住も
うとすることなのである。自らの幼少期に服従した考え方とあり方を現代の
台湾で繰り返し述べることで、李登輝は台湾の人々を中国本土の人々から区
別しようとしたのである。現地化と「再日本化」との結び付きに共感しなかっ
た台湾の現地民は多くなかったが、台湾を中華人民共和国から分離させるこ
とこそが、まさに李登輝が利用した戦略なのである。
　李登輝の個人的な権力を日本の植民地支配や国民党政権と比べることはで
きないが、それでもなお、彼は様々な文化政策によって現地民の心の中に住も
うと試みた。李登輝は 1988 年初頭から 12 年間にわたって統治した。李登輝政
権下で定められた多くの法令は、直接的あるいは間接的に日本と関係してい
た。こうした法令は、全体としては日本の存在感を高め、具体的には、日本の
大衆文化を台湾でより接触しやすいものにした［112］。例えば、1992 年には、日
本のマスメディアに対する制限が解除された［113］。すなわち、日本の映画、漫画、
ドラマ、音楽は、もはや台湾では禁止されたり制限されなくなったのである。
三つの放送局における日本語の使用と日本の番組と音楽の放送の禁止は、1993
年に解除された［114］。その間、台湾における衛星放送と有線テレビは、1988 年
と 1993 年の有線テレビ法と衛星放送法によって、それぞれ公認された［115］。こ
れ以降、地上波放送と有線テレビで放映された日本の娯楽番組とテレビドラ
マは、台湾の人々の間で新たな話題をさらった。
　現地の人々が日本のテレビドラマを称賛したことで、今度は台湾で日本の
番組の海賊版が次々と生み出されたが、当局は暗黙のうちにこの行為を無視
したのである［116］。1990 年代の西門町の都市計画で、李登輝政権は西門町に日
本の大衆文化の全ての様式を注入し、それによって、西門町は最終的には現
代の台湾における哈日都市（哈日とは「日本」に熱狂する人々を指す現地の
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言葉である）として再生したのである［117］。
12　結論
　本論では、現地の社会生活の異なる面に日本の遺産と中国の影響が明瞭に
描かれている台湾を観察することで得られた特定の文化的な光景が、台湾に
おける複雑なアイデンティティ政治の結果であるということを議論した。日
本の植民地主義という歴史的背景と「国民国家」という文化的概念を考えると、
台湾におけるアイデンティティ政治は、異なる文化が特定の独自性を話すた
めに操られた、文化の政治となったのである。まさにこの文化の政治こそが、
本論の冒頭で概観した文化マッピングに寄与したのである。
　日本は台湾を 50 年間支配し、台湾の現地民に日本の日常生活の様々な
0 0 0
様式
を強制したが、家族イデオロギー、倫理、宗教、性差による関係の大部分は強
制の対象から除外された。その主な結果は、日本的な要素が新しく生まれた台
湾文化の日常生活となったが、その一方で、中国の影響は家族生活や倫理的生
活の主流として残る、というものだった。このようなマッピングは、新たに獲
得した台湾という地に新しい国家を築こうとした国民党政権時代に、再度強
化された。「国民国家」についての中国の概念を背負うことで、国民党は標準
化された伝統的な中国文化、とりわけ家族、倫理、性差にまつわる関係を現
地民に強制したが、それは、古代中国の国家と自らとの歴史的、文化的な関
係性を誇示し、それによって中国全土の政府としての政治的な正当性を証明
するためであった。実際には、国民党政権が家族イデオロギー、人倫、対人
関係に焦点を当てることで、日本の統治時代に作られ、不変であった文化マッ
ピングを塗り替えたのである。
　面白いことに、こうして作られた文化マッピングは、今度は、1980 年代後
半から李登輝が台湾という自らの国を建設し、独自の文化政策を打ちたてよう
としたときに、同じように彼を束縛した。台湾における国家についての見解を
構成する際、李登輝には、かつての国民党政権の中華思想的な文化政策から台
湾を区別する以外の方法がなかった。台湾を、最上の物語としての中国からよ
り一層分離させるために、李登輝は全体としては日本を、具体的には日本文
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化を復活させた。なぜなら、日本的な要素は「在来の」台湾文化と不可分な
部分をなしていたからである。つまり、李登輝の文化政策は、国民党の文化
政策の否定を特徴とするばかりでなく、日本の植民地主義者の文化政策によっ
ても特徴付けられる。いわゆる在来の「台湾の」文化の再現は、日本の植民地
主義の現実性だけではなく、「国民国家」という文化的概念によっても特徴付
けられることが分かる。しかし、こうして再現された現地の文化は、今度は再
び文化政策に影響を与える。その結果、李登輝は台湾という独立した国家を
築くために、全体としては日本に、具体的には日本の文化に依存したのである。
文化政策と文化マッピングの関係は、決して一方的ではなく、弁証法的なの
である。
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